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○議事日程〔 第１号 〕 

 平成28年９月７日（水曜日）午前10時０分開会 

※開会宣告 

※開議宣告 

日程第１        会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  第58号議案から第64号議案まで及び報

第５号から報第７号まで 

       提案理由説明 

        決算審査意見報告［第63号議案及び

第64号議案］ 

 

○本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

 

○出席議員（17名） 

１ 番    安 達 かずみ 

２  番  中 尾   勉 

３  番    黒 田 健 一 

４  番  甲 斐 明 美 

５ 番    井ノ口 憲 治 

６  番    阿 部 輝 之 

７  番    土  谷 信 也 

８  番    近  藤  紀 男 

９  番    成 重 博 文 

10  番    安 達    隆 

11  番    松 本 博 彰 

12  番    河  野  徳  久 

13  番    安  東  正  洋 

14  番    北 﨑 安 行 

15  番    河  野  正  春 

17  番    菅    健 雄 

18  番    大  石  忠 昭 

 

○欠席議員（１名） 

 16  番    山 本 博 文 

 

○職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長    水 江 和 徳 

主幹兼庶務係長    次郎丸 浩 一 

議 事 係 長    板 井 保 明 

主     任    小 門 敏 宏 

 

 

 

○説明のため議場に出席した者の職氏名 

市     長    永 松 博 文 

副  市  長    鴛 海   豊 

市参事兼市民課長      山 田 真 一 

総 務 課 長          佐 藤 之 則 

財  政  課  長       飯 沼 憲 一 

企 画 情 報 課 長         藤 重 深 雪 

地域活力創造課長      川 口 達 也 

税  務  課  長     近 藤 幸 一 

保 険 年 金 課 長   丸山野 幸 政 

社 会 福 祉 課 長     植 田 克 己 

子育て・健康推進課長   安 田 祐 一 

ウェルネス推進課長     伊 南  冨士子 

人権・同和対策課長     清 水 栄 二 

環 境 課 長    後  藤 史  明 

商 工 観 光 課 長   河 野 真 一 

農業ブランド推進課長        止  勝  幸 

耕 地 林 業 課 長   都 甲 賢 治 

建 設 課 長       永 松 史 年 

上 下 水 道 課 長      大  力 雅  昭 

会計管理者兼会計課長    尾 形    稔 

選挙管理委員会事務局長兼監査委員事務局長 

              土 谷 恒 男 

地域総務二課長兼水産・地域産業課長 

              宗   直 長 

消  防  長    榎 本 久 光 

総務課 人事給与係長    伊 藤 昭 弘 

総務課 総務法規防災係長兼秘書係長 

    近 藤   毅 

教育委員会 

教  育  長    河 野   潔 

教育庁総務課長兼地域総務一課長 

安 藤 隆 治 

教育庁学校教育課長   小 川   匡 

教育庁文化財室長      板 井   浩 

監査委員 

代 表 監 査 委 員      安 部 多喜男 

 

○議長（安達 隆君） 皆さん、おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は、17名で、議員定数の半数

に達しております。 

よって、平成28年第３回豊後高田市議会定例会は

平成平成平成平成 28282828 年第年第年第年第３３３３回豊後高田市議会回豊後高田市議会回豊後高田市議会回豊後高田市議会定例定例定例定例会会議録（第会会議録（第会会議録（第会会議録（第１１１１号）号）号）号）    
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成立いたしましたので、開会いたします。 

○議長（安達 隆君） この際、諸般の報告をいた

します。 

お手元に配付いたしました事務報告書のとおりで

ありますので、ご了承願います。 

○議長（安達 隆君） これより、本日の会議を開

きます。 

市長ほか関係者の出席を求めましたので、ご了承

願います。 

○議長（安達 隆君） 日程第１、会議録署名議員

の指名を行います。 

会議録署名議員に17番、菅健雄君及び18番、大石

忠昭君を指名いたします。 

○議長（安達 隆君） 日程第２、会期の決定を議

題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、本日から９月26日までの20

日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安達 隆君） ご異議なしと認めます。 

よって、今期定例会の会期は、本日から９月26日

までの20日間と決定いたしました。 

なお、会期中の会議予定は、お手元に配付してあ

ります会議予定表のとおりであります。 

○議長（安達 隆君） 日程第３、第58号議案から

第64号議案まで及び報第５号から報第７号までを一

括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

市長、永松博文君。 

○市長（永松博文君） 本日ここに第３回定例会を

招集いたしましたところ、議員各位にはご出席いた

だきまして誠にありがとうございます。 

提案理由の説明に先立ち、８月30日に東北地方及

び北海道に襲来しました台風10号による豪雨被害で

亡くなられた方々に対しまして、哀悼の意を表しま

すとともに、被害にあわれた方々に対しまして、心

からお見舞い申し上げます。 

本年４月の熊本地震、そして、このたびの台風被

害と、想定をしつつも、それを上回る昨今の自然の

猛威を痛感いたしております。 

これを教訓としまして、防災意識を再度徹底する

ため、防災の日であります９月１日に、各課長に対

し「災害対策は全職員で緊張感を持って備えよ」と

指示したところでございます。 

そういった矢先に、台風12号が発生しまして、当

初は県内直撃も想定されましたことから、風対策の

徹底、資機材の稼働確認、土のうの補充、週末行事

の中止、そして、４日正午に災害対策連絡室の設置、

避難所も６カ所開設いたしまして、台風の襲来に備

えてまいりました。 

幸い、台風の進路変更で、何事もございませんで

したが、まさに、災害はいつ起こってもおかしくな

い状況でございます。 

本市といたしましては、いつ、どのような災害で

も、職員が迅速に対応できるように、日頃から災害

に対する知識や備えに、万全を期してまいります。 

また、災害が起こった場合は、何よりも助け合い

が重要となりますことから地区で行う防災訓練や防

災士の養成等、自助・共助の取り組みにつきまして

も力をそそいでまいりますのでご理解ご協力をお願

いします。 

次に、市政に関する諸般の報告を申し上げます。 

昨年度、新市誕生10周年を記念しまして、四つの

記念日を制定いたしました。 

その一つであります８月10日の「豊後高田市全力

発展の日」は、地方創生に向け、本市の飽くなき挑

戦の思いを込め、これまで築いてまいりましたまち

づくりの理念をもとに、将来を見据え「夢をかたち

に 未来に光り続けるまち」へとさらなる進化を遂げ

ていく思いを込め制定いたしたものであり、先月、

１周年を迎えたところでございます。 

その発展し続ける本市の取り組みにつきまして、

二つの評価をいただきました。 

まず、定住・移住対策につきましては、住宅団地

の整備や企業誘致、子育て支援など、各種施策の推

進により、平成27年度は、134世帯280人の方が本

市へ移住をいただいたところでありますが、宝島社

の「田舎暮らしの本」８月号におきまして、国の推

進する「生涯活躍のまち（日本版ＣＣＲＣ）」につい

て関心のある自治体を対象とした「50歳から住みた

い地方ランキング」におきまして、本市は全国第４

位、過疎自治体で第１位となりました。 

人口10万人以上の市が上位を占める中での入賞で

ありまして、宝島社の編集長自ら、本市に取材にみ

えられ、「定住・移住対策に加え、玉津プラチナ通り

を中心とした「高齢者が楽しいまちづくり」の取り

組みなど、市としての総合力が非常に高い。」とお褒

めの言葉をいただきました。そして、本市の取り組

みを記事に取り上げていただいております。 
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次に、東洋経済新報社が発表しております、2016

年度の全国都市ランキングにおきまして、全国 813

市区のうち、本市は、住みよさランキングで全国第

639位でありました。 

これは、財政力を含め、一定の都市の水準をバラ

ンスよく備えているかどうかの順位でありますので、

人口、財政規模ともに小さく、自主財源の少ない本

市が上位に食い込むのは難しいところですが、県内

では第６位と健闘しております。 

そして、成長力ランキングでは、全国第46位、県

内第１位でありました。 

この成長力ランキングは、個人消費や産業分野な

ど 11 指標の伸び率による順位でありまして、この

11指標のうち、従業員数や製造品出荷額等による「産

業指数」において全国第８位でありましたことが本

市の順位を押し上げた要因でありまして、これまで

の企業誘致や雇用創出の取り組みの成果が、今回の

評価につながったものと思っております。 

引き続き、全力発展中のもと、各種施策に取り組

んでまいる所存でございます。 

次に、８月17日、大分交通株式会社と「地方創生

に係る包括連携協力に関する協定」の締結をいたし

ました。 

交通機関との協定につきましては県内初でござい

ます。 

これまでにも、大分交通株式会社には、交通の不

便な地域において日常生活や通学に必要な路線バス

をはじめ、地域公共交通の活性化にご協力をいただ

いておりますが、本協定によりまして、恋叶ロード

の魅力を高めていただくようなバス停留所の案内板

の検討をはじめ、120 年の歴史を持つ公共交通のノ

ウハウを、幅広い分野で市政に活用させていただく

とともに、お互いの知恵を出しあいながら、さらな

る地域活性化と相互の発展を図ってまいる所存でご

ざいます。 

次に、観光振興についてでございます。 

４月に発生しました熊本地震の影響で、５月、６

月と大幅に落ち込んでおりました本市の観光入込客

数の状況でございますが、国、県の「復興支援」に

よる格安の旅行商品や、県内外で集中的に実施いた

しました「観光キャンペーン」等の効果もあり、７

月以降は、前年度並みに戻りつつあります。 

本市におきましても、独自の取り組みとしまして、

国の復興支援策を活用しまして、豊後高田市の旬の

グルメや、地域ならではの体験がセットになった、

７月から９月までの期間限定の旅行商品を、観光ま

ちづくり株式会社で販売しております。 

既に、652 名の方にお申し込みいただくなど、大

変好評でありまして、秋の観光シーズンである10月

以降が対象となる、第２弾の復興支援を活用しまし

た旅行商品も企画しているところでございます。 

また、来週末の17日、18日には、「豊後高田昭和

の町15周年」を記念しました大規模な観光イベント

を開催いたします。 

さらに、「六郷満山開山 1300 年」関連のイベント

など、幅広い取り組みによりまして、多くの観光客

の皆様にお越しいただけるよう、努力しているとこ

ろでございます。 

それでは、本定例会に提案いたしました議案等に

ついて、その大要をご説明申し上げます。 

第 58号議案の平成28年度一般会計補正予算につ

きましては、4,864 万 4,000 円の増額補正で、補正

後の予算総額は、150 億 1,892 万 1,000 円となりま

す。 

補正予算の主な内容につきましては、まず総務費

では、本市の魅力を広く発信するため、路線バスや

ＳＮＳ等を活用したシティプロモーションの推進に

要する経費等を計上しています。 

衛生費では、Ｂ型肝炎ワクチンの定期予防接種化

に伴う必要経費を計上しています。 

農林水産業費では、耕作放棄地から農地への再生

を図るための補助、稲作から白ねぎ栽培への転換に

伴う水田の畑地化に対する補助、収益性向上を図る

ための牛舎の規模拡大に対する補助等を計上してい

ます。 

商工費では、真玉温泉山翆荘の経営改善のための

コンサルティングに要する経費を計上しています。 

教育費では、中体連で優秀な成績を収め九州大会や

全国大会に出場する生徒たちの費用を補助する経費

等を計上しています。 

災害復旧費では、梅雨前線豪雨により被害を受け

た道路及び河川の災害復旧工事に要する経費を計上

しています。 

次に、予算以外の議案及び報告についてでござい

ますが、各議案の末尾に提案理由を付していますの

で、主なものについてご説明申し上げます。 

第59号議案の企業立地促進条例の制定につきまし

ては、企業の新増設、設備投資に対し、奨励金を交

付することで、企業活動の促進を後押しし、産業の

振興、雇用の拡大を図るため、本条例を定めるもの
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でございます。 

第60号議案のひとり親家庭等医療費の助成に関す

る条例の一部改正につきましては、児童扶養手当法

及び児童扶養手当法施行令の一部改正に伴い、所要

の規定の整理を行うものでございます。 

第61号議案の老人憩の家等に関する条例の廃止に

つきましては、老人憩の家等を、地域の実情に沿っ

た幅広い年齢層のコミュニティの場として活用いた

だくため、本条例を廃止するものでございます。 

これに関連しまして、第62号議案の財産の無償譲

渡につきましては、現在、老人憩の家等として使用

しております建物等を、地元自治会で組織する認可

地縁団体に無償譲渡することについて、議決を求め

るものでございます。 

次に、第63号議案及び第64号議案の平成27年度

の各会計における決算について、ご説明申し上げま

す。 

一般会計決算の概要についてでございますが、歳

入総額は、173 億 1,452 万 5,379 円、歳出総額は、

168 億 7,257 万 4,546 円でありまして、新庁舎建設

事業がありましたことから、歳入歳出とも過去最大

の決算となっております。 

普通会計における経常収支比率は、89.1パーセン

トとなり、前年度と比べ 3.3 ポイントの減となって

おります。 

市債残高は、約195億円で、前年度から約17億円

増加しております。 

基金残高は、約 112 億円で、前年度から約６億円

増加しております。 

また、報第６号及び報第７号でご報告しておりま

すとおり、実質公債費比率は 8.3 パーセントと、前

年度に比べ 0.9 ポイント減少しまして、早期健全化

基準を下回るものとなっておりますし、各会計にお

ける資金の不足もなく、健全経営に努めてまいった

ところでございます。 

なお、各会計における詳細につきましては、平成

27年度の「豊後高田市歳入歳出決算書及び歳入歳出

決算事項別明細書」、「豊後高田市水道事業会計決算

書」及び「主要施策の成果説明書」のとおりでござ

います。 

以上で本定例会に提案いたしました議案等につい

て説明を終わりますが、何とぞ慎重審議の上、ご協

賛賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（安達 隆君） 次に、第63号議案及び第64

号議案について、監査委員に決算審査意見報告を求

めます。 

 代表監査委員、安部多喜男君。 

○代表監査委員（安部多喜男君） それでは、平成

27年度の決算審査について、ご報告を申し上げます。 

 地方自治法第233条第２項及び同法第241条第５項

並びに地方公営企業法第30条第２項の規定により、

豊後高田市長より、平成27年度豊後高田市一般会計、

特別会計の歳入歳出決算及び水道事業会計の決算並

びに地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３

条第１項及び同法第22条第１項の規定に基づく書類

が、審査に付されましたので、ご報告申し上げます。 

 審査の方法は、一般会計及び特別会計におきまし

ては、歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支、

財産に関する調書及び各種基金の運用状況を示す書

類につきまして、歳入歳出簿その他関係書類と照合

するとともに、予算執行状況並びに財産及び基金の

管理状況について、関係諸帳簿との照合、計数の分

析、前年度との比較を行い、所属する全課による事

業内容の聞き取りも行いました。 

その結果、各会計の歳入歳出決算書及びその他関

係書類は、関係法令に準拠して作成されており、計

数は関係書類と符合し、正確、適正に事務処理され、

予算並びに事業の執行が、適正かつ効率的に行われ

ていることが認められました。 

 水道事業会計は、収益費用明細書、固定資産明細

書及び企業債明細書の計数の正確性を確認するため、

関係諸帳簿及び証拠書類の照合を行い、その他参考

となるべき資料の提出を求め、関係職員より説明を

聴取しました。 

 その結果、決算報告書及び付属書類は、地方公営

企業関係法令に準拠して作成されており、関係諸帳

簿及び証拠書類と符合し、平成27年度の経営成績及

び当該年度末における企業の財政状態が正確に事務

処理され、予算並びに事業の執行が、適正かつ効率

的に行われていることが認められました。 

基金の運用状況につきましては、関係書類の計数

は正確で、安全性を十分に考慮し、適正かつ効率的

に運用されています。 

 健全化判断比率におきましては、実質公債費比率

は、8.3％となっており、早期健全化基準25.0％の範

囲内にあり、良好な状態であります。 

 なお、実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負

担比率については、いずれも該当する比率はござい

ませんので、良好な状態であると認められます。 

 資金不足比率におきましても、水道事業会計並び
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に各特別会計の資金の不足額はなく、良好な状態で

あると認められました。 

その他詳細につきましては、お手元にお配りして

あります意見書のとおりでございます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○議長（安達 隆君） 以上で本日の日程は、全部

終了いたしました。 

あすから９月12日まで休会いたします。 

次の本会議は、９月13日、午前10時に再開し、議

案質疑を行います。 

 なお、議案質疑の通告は、９月８日正午までに提

出願います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午前10時23分 散会 
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